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令和４年９月定例教育委員会会議録 

 

１ 日  時  令和４年９月２９日（木） 午後３時 

 

２ 場  所  氷見市役所 教育委員会室 

 

３ 出席者  鎌仲徹也教育長、湖東政俊職務代理者、北鹿渡文照委員、森節子委員、關野洋香委員 

        

 

４ 職務のため出席した事務局員 

泉澤教育次長、濵井参事、天坂教育総務課長（中央公民館長）、大野博物館長、山口教育総

合センター所長、竹口スポーツ振興課長、川上教育総務課主査 

 

５ 協議事項 

【付議案件】 

（１）案件第１号 氷見市教育委員会行政組織規則等の一部改正について（教育総務課） 

（２）案件第２号 氷見市公民館条例施行規則の一部改正について（中央公民館） 

【報告案件】 

（１） 報告第１号 特別展「大火、氷見町をおそう」の開催について（博物館） 

（２） 報告第２号 令和４年度氷見市児童生徒科学作品展覧会について（教育総合センター） 

 

６ 会議内容 

（１） 教育長の挨拶 

 

 

（２） 教育長の報告 

令和４年８月２６日（金）から９月２９日（木）までの教育委員会所管事項を、鎌仲教育長が報告した。 

また、市議会９月定例会の一般質問要旨を天坂教育総務課長、濵井参事、竹口スポーツ振興課長が報

告した 

 

[質疑応答] 

・令和５年度における氷見高校の定員減について 

委   員 

 

 

 

市長が令和５年度における氷見高校の定員減について、４つの理由から反対す

る旨を答弁された。まさに、おっしゃるとおりで我々も悔しい思いをしている。 

こうなってしまえば定員減はさけられないのだろう。 
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事 務 局 

 

委   員 

 

 

 

事 務 局 

 

非常に残念な県の考え方だと思う。 

  

氷見高校、有磯高校共に苦々しい決断の上に、お互いに妥協し現在の３クラスず

つの学級編成になった。総合制高校としてのバランスを保って欲しかったという気持

ちである。 

 

特色ある学校づくりということで、全国的にも普通科の在り方が問われている。もし

かしたら氷見高校も新しい学校（普通科）づくりとして進めているのかとも思うが・・・。

また、しっかりと意見は述べていきたい。 

 

 

 

（３） 協議内容 

案件第１号は天坂教育総務課長（１０月１日以降の配置図及び所掌業務も説明）、案件第２号は天坂

中央公民館長が説明し、それぞれ可決された。報告第１号は大野博物館長、報告第２号は山口教育総

合センター所長が説明した。 

 

・中央公民館について 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

中央公民館が無くなるということは、中央公民館で行っていたことはすべて文化

振興課で担当することになるのか。 

 

 そのとおりです。 

 

 

 

・科学作品展について 

委   員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

委   員 

 

 

 

今年の出品目録について小学１年生がゼロということだが、何かあったのか。それ

ともたまたまゼロだったのか。小学校３年生、４年生についても１つとか２つとか以前

に比べ低調な感じだが、ぜひ傾向分析を行ってもらいたい。また、今年は銅賞を努

力賞に変更したが、反響はあったか。 

 

出品の傾向については、学校から何か特別な働きかけをしたということはないと思

われるが、また分析を行いたい。努力書についても特に何かご意見をいただくという

ことは今のところない。 

 

各学校によって先生の呼びかけ（夏休みの課題として科学作品の作成が必要か

否か）は違うのか。 

 

学校ごとに指定していると思う。必ずしも科学作品の提出を必須としているわけで

はなく、いくつかの課題の中から選択して出すということになっていると思う。 

 

かつては、科学作品の提出を推奨していたことがあったのではないかと思う。現

在はそうではなくなっているが、子どもとその家族が一緒に作成に取り組むことで、

科学等に興味を持つ子どもも増えてくるので、もう少し出品点数が増えるよう働きか

けたほうが良いのではと思う。 
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事 務 局 

 

 

 

 

今の時代、親子でどこか遊びに行くといった時間もなかなか取れなくなっている

ので、負担をへらしてそのような時間に充ててもらうといった流れなのかなと思うが、

１つのことを突き詰めて研究する子どもは減ってきていると感じる。学校で強制では

ないが科学作品を選択してもらえるよう働きかけの工夫をしてみることも必要かと思

う。 

 

 

（３） その他  １０月の行事予定を各所属長が説明した。 

 

・シーサイドマラソンについて 

委   員 

 

事 務 局 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

コースはいくつあるのか。 

 

 ファミリー（９００ｍ）コース、２ｋｍコース、４ｋｍコースの３つである。 

 

昔は１０ｋｍコースがあったが、今は無いのか。 

 

記念大会では設けたこともあるが、交通規制の関係等や参加者の大半が氷見市

民であること等を総合すれば、現行の３つのコースが参加しやすいのではないかと

考える。 

 

時間制限はあるのか。 

 

特に設けていない。それも短いコースの利点であると思っている。 

 

     

（５） 事務局より１１月の定例教育委員会議を１１月２４日（木）午後３時に開催する旨を決定した。 

 

 

(６)  閉  会  午後４時１５分 

 

 


